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各都道府県トラック協会 専務理事 殿

公益社団法人 全日本トラック協会

交通・環境部長 大 西 政 弘

「自動車局での大雪時の大型車立ち往生防止対策について」周知依頼

平素は当協会の事業運営に種々ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

今般、今冬の大雪時の立ち往生防止対策について、国土交通省自動車局より

プレスリリース（令和４年１１月２９日付）されました。

トラック運送業においては①車両対策、②運送事業者対策についての内容を

ご確認いただき、冬期の走行に万全を期すようお願いいたします。

つきましては、貴協会におかれましても本内容をご理解の上、傘下会員事業

者に対する周知方お願い申し上げます。

なお、荷主関係団体あてには、大雪などの異常気象による道路状況変化が生

じた場合、運行経路との変更等を荷主の承諾を得る必要などについてご理解ご

協力を要請しているところです。（令和３年１月２８日付事務連絡）

以上

添付

〇国交省プレスリリース（令和４年１１月２９日付）

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha08_hh_004634.html

〇雪道啓発ポスター

〇荷主関係団体等あて事務連絡（令和３年１月２８日付）

（本件に関する問い合わせ先）

公益社団法人 全日本トラック協会 交通・環境部

電話：０３－３３５４－１０４５ ＦＡＸ：０３－３３５４－１０１９

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha08_hh_004634.html
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自動車局での大雪時の大型車立ち往生防止対策について 

～今冬の立ち往生の発生を抑止するために～ 

  

 

① 自動車ユーザーの皆様へ 

 積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤの装着をお願いします。 

 また、運行前に冬用タイヤの溝深さが新品時の５０％以上残っていることを、「プラット

ホーム」で確認をお願いします。 

 チェーンの携行、立ち往生する前の早めの装着をお願いします。 

 

② トラック・バス運送事業者の皆様へ 

 年末年始の輸送等に関する安全総点検※の実施項目「６．大雪に対する輸送の安全確

保の実施状況」について、重点的に確認をお願いします。 

 運送事業者は、大雪時等輸送の安全の確保に支障を生ずるおそれがあるときは、運

行の中止等の指示、冬用タイヤの溝の深さ、滑り止めの措置が講じられていることの

確認等、輸送の安全を確保するために必要な措置を講じることが必要です。 

 雪道において、悪質な立ち往生事例が発生した場合は、監査で事実関係を確認した上

で、講じた措置が不十分と判断されれば行政処分の対象となります。 

※ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000003.html 

 

③ 荷主の皆様へ 

 大雪などの異常気象による突発的な事象により、運送経路の変更や運送の中止など

の必要が生じ、その原因となった事象がやむを得ないと認められる場合には、運送経

路の変更等を認めるよう、ご協力をお願いします。 

 大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことが予め予想される場合には、配送

 自動車局では、本年も、①車両対策（冬用タイヤの装着やチェーンの携行・装着の徹底）、

②運送事業者対策（輸送の安全を確保するために必要な措置の実施、運輸局による指導・

監査）、③荷主対策（荷主への周知体制の確立）を３つの柱とする大雪時の立ち往生防止

対策を実施しています。 

 運送事業者や自動車使用者の皆様におかれましては、改めて下記注意点をご確認の上

で、冬期の走行に万全を期して頂きますようよろしくお願いいたします。 



 

 

拠点に留置する在庫の積み増しや、予定されていた配送時間の前倒し、運送可能域

内での物資の融通を行うことにより、トラック事業者への不要不急の運送依頼を控えて

いただきますよう、ご協力をお願いします。 

 

（その他）気象情報の活用 

 気象庁 HP の「今後の雪」も活用のうえで、事前に天気予報をご確認ください。 

https://www.jma.go.jp/bosai/snow/ 

 

【添付資料】 

・【別紙１】『雪道での立ち往生に注意！』（パンフレット） 

・【別紙２】『冬用タイヤの溝深さに注意！』（チラシ） 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

（①関係） 

審査・リコール課 菊池、山下、杉山 

代表：03-5253-8111 （内線：42352、42363） 

直通：03-5253-8594 

FAX：03-5253-1640 

整備課 藤墳、森山、渡部 

代表：03-5253-8111 (内線：42412)  

直通：03-5253-8599 

FAX：03-5253-1639 

（②関係） 

安全政策課 宮坂、小西 

代表：03-5253-8111 （内線：41613） 

直通：03-5253-8565 

FAX：03-5253-1636 

（③関係） 

貨物課 宮屋敷、佐藤 

代表：03-5253-8111 （内線：41332） 

直通：03-5253-8575 

FAX：03-5253-1637 





事 務 連 絡 
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荷主関係団体等 あて 

 
農林水産省食料産業局食品流通課  

経済産業省商務・サービスグループ物流企画室  
国土交通省自動車局貨物課  

 
 

大雪等異常気象時における輸送の安全の確保に向けたご理解とご協力のお願い 
 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

貨物運送に当たっては、荷主からの運送時間や運行経路等の指示に基づき運送する必

要があり、大雪などの異常気象による突発的な道路状況の変化が生じた場合であっても、

運行の中止や運送経路の変更等を行う場合には、荷主の承諾を得る必要があるなど、荷

主のご理解とご協力が必要不可欠です。 

こうした状況の中、昨今の大雪時において、高速道路や主要国道で大規模な車両の立

ち往生が発生し、大型トラックが滞留の原因となったことが確認されており、トラック

事業者に対する指導にとどまらず、荷主のご理解とご協力を得ながら大雪時における物

流のあり方について、関係省庁とも連携し取り組んでいく必要があります。 

つきましては、物流機能の維持とトラック事業者や運転者の生命・身体を守るため、

今般の趣旨についてご理解いただき、下記の事項について、傘下会員への周知等にご協

力を賜りたくお願い申し上げます。 
 
 
【要請事項】 

〇 大雪などの異常気象による突発的な事象により、運送経路の変更や運送の中止な

どの必要が生じ、その原因となった事象がやむを得ないと認められる場合には、運

送経路の変更等を認めるよう、ご協力をお願いします。 

 
〇 大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことが予め予想される場合には、

配送拠点に留置する在庫の積み増しや、予定されていた配送時間の前倒し、運送可

能域内での物資の融通を行うことにより、トラック事業者への不要不急の運送依頼

を控えていただきますよう、ご協力をお願いします。 




